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まとめ

（１）第31・33次調査は，外郭南辺区画施設の構造の解明を目的とするものです。
   調査の結果，外郭南辺区画施設にかかわる東西方向の土取り穴と南北・東西方向の築地塀
   跡と土取り穴，火災で焼けた建物跡と土壁，整地などを確認しました。築地塀跡の発見は
   特筆する成果です。

（２）東西方向に伸びる外郭区画施設にかかわる土取り穴は２時期の変遷があることがわかりま
   した。土取り穴は古い段階と新しい段階では方向がやや異なります。

（３）焼けた建物跡は，構造から八脚門と考えられる格式の高い門です。伊治城の外郭南門であ
   ると考えられますが，外郭南辺ではこれまでの調査で２基の門を確認しているので，時期
   ごとに変えている可能性があります。

（４）外郭区画施設から南北方向にのびる築地塀，土取り溝を確認しました。築地は高さ0.4ｍ
   ほど残存しており，これまで伊治城で確認できた築地塀のなかでは最も残りがよいもので
   す。この築地塀跡を北側にのばすと内郭西辺に至ることから，内郭と外郭の間にはいくつ
   かの区画が存在している可能性があり，今後の検討課題です。

参考資料 志波城跡の八脚門と築地塀の復元
               （盛岡市）

第３図 遺構配置図

焼けた土壁(第31次)

建物１の柱穴と焼け面（南から） 建物１の西側の焼土塊（北から）

第２図 外郭南辺の遺構模式図
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